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１．当四半期決算に関する定性的情報

（1）経営成績に関する説明

当第１四半期のわが国経済は、弱さもみられるものの、雇用情勢が改善し、設備投資にも持ち

直しの動きがみられるなど、景気は緩やかな回復基調が続きました。

こうした経済情勢にあって、当社グループを取り巻く事業環境は、倉庫及び港湾運送等物流業

界においては、輸出入貨物の減少や競争の激化等により、また不動産業界においては、賃貸オフ

ィスビルの需給改善の兆しがあるものの賃料水準の回復には至らず、引き続き厳しい状況のうち

に推移しました。

このような状況の下、当社グループは、積極的な営業活動を推進し、物流事業では、医薬品等

の配送センター業務の拡大、海外拠点の拡充等に努め、不動産事業では、テナントの確保及び賃

料水準の維持・向上に努めました。他方、コスト管理の徹底と業務の効率化を一層推し進め、業

績の確保に努めました。

この結果、営業収益は、物流事業で、港湾運送事業において貨物取扱量が増加したものの、国

際運送取扱事業において貨物取扱量の減少や為替円高の影響により収入が減少し、不動産事業で、

設計施工事業の受注減少等により収入が減少したため、全体として前年同期比 19億 8千 3百万円

（3.9％）減の 492 億 6千 8百万円となりました。また営業原価は、物流事業で、貨物取扱量の減

少に伴い作業運送委託費等が減少し、不動産事業で、設計施工の受注減少等に伴い設計施工費等

が減少したほか、物流及び不動産の両事業で減価償却費や修繕費の減少もあり、全体として前年

同期比 27 億 4 千 6 百万円（6.0％）減の 433 億 6 千 8 百万円となり、他方販売費及び一般管理費

は、事業税外形標準課税部分の増加等により、同 2 億 9 百万円（8.5％）増の 26 億 8 千万円とな

りました。

このため、営業利益は、物流及び不動産の両事業で増益となったので、全体として前年同期比

5億5千3百万円（20.8％）増の32億 1千 9百万円となり、経常利益は、同5億1千8百万円（14.2％）

増の 41 億 7千 6百万円となりました。また親会社株主に帰属する四半期純利益は、投資有価証券

売却益等の特別利益の減少や投資有価証券評価損等の特別損失の増加により、前年同期比 2 億 2

千 4百万円（8.5％）減の 24 億 1千 3百万円となりました。

（セグメント別の概況）

① 倉庫・港湾運送等の物流事業

倉庫・陸上運送の両事業は、医薬品等の取扱増加があったものの非鉄金属等の取扱減少もあり

全体として貨物取扱量が伸び悩んだため、営業収益は倉庫事業で前年同期比 1.2％減の 121 億 5

千 4百万円、陸上運送事業で同 0.5％減の 108 億 7千 5百万円となりました。他方港湾運送事業

は、コンテナ貨物の取扱増加等により、営業収益は前年同期比 6.8％増の 56 億 6 千 1 百万円と

なりましたが、国際運送取扱事業は、貨物取扱量の減少や為替円高の影響等により、営業収益は

同 14.8％減の 109 億 8千万円となりました。

この結果、物流事業全体の営業収益は、前年同期比 17億 3千 4百万円（4.1％）減の 410 億 8

千 5百万円となりました。また営業費用は、貨物取扱量の減少に伴い作業運送委託費等が減少し

たほか、減価償却費や修繕費の減少もあり、前年同期比 22 億 1 千 5 百万円（5.4％）減の 391

億 7千 7百万円となりました。このためセグメント利益（営業利益）は、前年同期比 4億 8千万

円（33.7％）増の 19億 7百万円となりました。

② 不動産事業

主力の不動産賃貸事業は、電力料等の付帯収入の減少等により、営業収益は前年同期比 0.8％

減の 76 億 2 千 2 百万円となりました。その他の営業収益は、設計施工事業における受注減少等

により、前年同期比 14.1％減の 10億 7千 9百万円となりました。
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この結果、不動産事業全体の営業収益は、前年同期比 2億 3千 7百万円（2.7％）減の 87 億 2

百万円となりました。また営業費用は、設計施工の受注減少に伴い設計施工費が減少したほか、

減価償却費や修繕費の減少もあり、前年同期比 5億 5千 7百万円（8.6％）減の 58 億 9千 6百万

円となりました。このためセグメント利益（営業利益）は、前年同期比 3億 2千万円（12.9％）

増の 28 億 6百万円となりました。

セグメント別営業収益

前第 1四半期
連結累計期間

当第 1四半期
連結累計期間

前年同期比増減（△印減）
金 額 率

物 流 事 業

（倉 庫 事 業）

（陸 上 運 送 事 業）

（港 湾 運 送 事 業）

（国際運送取扱事業）

（そ の 他）

百万円

    42,819

(   12,303 )

(   10,932 )

(   5,303 )

(   12,890 )

(   1,389 )

百万円

    41,085

(   12,154 )

(   10,875 )

(   5,661 )

(   10,980 )

(   1,413 )

百万円

   △1,734

( △ 149 )

( △   56 )

(     358 )

( △1,910 )

(     23 )

％

  △  4.1

( △ 1.2 )

( △  0.5 )

(   6.8 )

( △ 14.8 )

(   1.7 )

不 動 産 事 業

（不動産賃貸事業）

（そ の 他）

     8,939

(   7,683 )

(    1,256 )

     8,702

(   7,622 )

(    1,079 )

△  237

( △ 60 )

( △  176 )

△ 2.7

( △ 0.8 )

( △ 14.1 )

セグメント間取引消去 △   508   △   519    △   11        -

合       計     51,251     49,268    △1,983   △  3.9

(注)１ セグメント間取引消去は、物流事業と不動産事業の営業収益に含まれるセグメント間取引分の消去である。

２ 物流事業における業務の多様化に伴い、従来の物流事業の「その他」の営業収益が増加したため、当第１

四半期から、物流事業における各事業の営業収益の計上区分を次のとおり変更している。   

(１) 「倉庫事業」の営業収益において、従来の収入（倉庫保管料及び倉庫荷役料）に、その他の倉庫事業関

連収入（当第１四半期：2,158 百万円、前第１四半期：2,281 百万円）を加える。

(２) 「陸上運送事業」の営業収益において、従来の収入（陸上運送料）に、その他の陸上運送事業関連収入

（当第１四半期：0 百万円、前第１四半期：0 百万円）を加える。

(３) 「港湾運送事業」の営業収益において、従来の収入（港湾荷役料）に、その他の港湾運送事業関連収入

（当第１四半期：1,194 百万円、前第１四半期：1,052 百万円）を加える。

(４) 「国際運送取扱事業」の営業収益において、従来の収入（国際運送取扱料）に、その他の国際運送取扱

事業関連収入（当第１四半期：36 百万円、前第１四半期：34 百万円）を加える。

(５) 「その他」の営業収益において、従来の収入から、上記(１)～(４)の合計額（当第１四半期：3,389 百

万円、前第１四半期：3,368 百万円）を減ずる。

（2）財政状態に関する説明

① 資産・負債・純資産の状況

当第１四半期末の総資産は、減価償却により「建物及び構築物」等が減少したほか、株式相場

の低下に伴い「投資有価証券」が減少したため、前期末比 87億 7百万円減の 4,045 億 5 千 7 百

万円となりました。

他方当第１四半期末の負債合計は、「未払法人税等」の支払や、株式相場の低下に伴う「繰延

税金負債」の減少により、前期末比 60億 3千 6百万円減の 1,497 億 4 百万円となりました。

また当第１四半期末の純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上により「利益剰余

金」が増加したものの、株式相場の低下に伴い「その他有価証券評価差額金」が減少したため、

前期末比 26億 7千 1百万円減の 2,548 億 5 千 2百万円となりました。

この結果、当第１四半期末の自己資本比率は、前期末を 0.7 ポイント上回る 62.4％となりま

した。

② キャッシュ・フローの状況

当第１四半期の営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益や減価償却

による資金留保等により、15億 9千万円の増加となりました。

当第１四半期の投資活動によるキャッシュ・フローは、固定資産の取得による支出等により、
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22 億 9千 7百万円の減少となりました。

当第１四半期の財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払等により、10 億 9 千 2

百万円の減少となりました。

この結果、当第１四半期の連結キャッシュ・フローは、これらに現金及び現金同等物に係る換

算差額（1 億 5 千万円の減少）を加えた全体で 19 億 5 千万円の減少となり、現金及び現金同等

物の四半期末残高は 437 億 8百万円となりました。

（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第１四半期の業績は概ね期首予想（平成 28 年４月 28 日発表の予想数値）に沿って進捗し

ているため、第２四半期連結累計期間・通期とも期首予想を据え置いております。

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（1）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（2）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（3）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(会計方針の変更)

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、「平成 28年度税制改正に係る減価償却

方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第 32号 平成 28 年６月 17 日）を当第１

四半期連結会計期間に適用し、平成 28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係

る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与

える影響は軽微であります。

（4）追加情報

    「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第 26 号 平成 28

年３月 28 日）を当第１四半期連結会計期間から適用しております。
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(4) 四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報）

報告セグメントごとの営業収益及び利益の金額に関する情報

前第１四半期連結累計期間（自 平成 27年４月１日 至 平成 27 年６月 30 日）
報告セグメント

合  計 調 整 額
(注 1)

四半期連結
損益計算書
計 上 額

(注 2)

倉庫・港湾
運 送 等 の
物 流 事 業

不動産事業

営 業 収 益

外部顧客に対する営業収益

セグメント間の内部営業収益又は振替高

百万円

   42,671

      148

百万円

    8,579

      360

百万円

   51,251

      508

百万円

        -

△   508 

百万円

   51,251

        -

計    42,819     8,939    51,759 △   508    51,251

セグメント利益     1,426     2,486     3,912 △ 1,247     2,665

(注)１ セグメント利益の調整額△1,247 百万円には、セグメント間取引消去 9 百万円、各報告セグメントに配分していない

全社費用△1,257 百万円が含まれている。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費である。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。

当第１四半期連結累計期間（自 平成 28年４月１日 至 平成 28 年６月 30 日）
報告セグメント

合  計 調 整 額
(注 1)

四半期連結
損益計算書
計 上 額

(注 2)

倉庫・港湾
運 送 等 の
物 流 事 業

不動産事業

営 業 収 益

外部顧客に対する営業収益

セグメント間の内部営業収益又は振替高

百万円

   40,905

      179

百万円

    8,362

      340

百万円

   49,268

      519

百万円

        -

△   519 

百万円

   49,268

        -

計    41,085     8,702    49,787 △   519    49,268

セグメント利益     1,907     2,806     4,714 △ 1,494     3,219

(注)１ セグメント利益の調整額△1,494 百万円には、セグメント間取引消去 17 百万円、各報告セグメントに配分していない

全社費用△1,512 百万円が含まれている。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費である。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。
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